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定
例
会
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定
例
会

3

議案第５１号 鹿島市一般職の任期付職員の採用に関する条例の制定について

議案第５２号 職員の分限に関する手続き及び効果に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第５３号 鹿島市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第５４号 鹿島市職員給与条例の一部を改正する条例の制定について

議案第５５号 市長及び副市長の諸給与条例の一部を改正する条例の制定について

議案第５６号 教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第５７号 鹿島市議会議員の議員報酬並びに費用弁償等支給条例の一部を改正する条例の制定について

議案第５８号 鹿島市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について

議案第５９号
 鹿島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の

  一部を改正する条例の制定について

議案第６０号 平成２９度鹿島市一般会計補正予算（第５号）について

議案第６１号 平成２９年度鹿島市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）について

議案第６２号 平成２９年度鹿島市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

議案第６３号 平成２９年度鹿島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について

議案第６４号 平成２９年度鹿島市給与管理特別会計補正予算（第１号）について

議案第６５号 市道の路線廃止について

議案第６６号 鹿島公民館の指定管理者の指定について

議案第６７号 能古見公民館及び鹿島市のごみふれあい楽習館の指定管理者の指定について

議案第６８号 古枝公民館及び鹿島市林業センターの指定管理者の指定について

議案第６９号 浜公民館及び鹿島市臥竜ヶ岡体育館の指定管理者の指定について

議案第７０号 北鹿島公民館の指定管理者の指定について

議案第７１号 七浦公民館及び鹿島市漁村センターの指定管理者の指定について

議案第７２号 鹿島市固定資産評価審査委員会委員の選任について 
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採　決　結　果次のことを審議し決定しました

○･･･賛成　×･･･反対　退･･･退席　欠･･･欠席　※･･･（監査委員のため審議に参加できない）

【
12
月
】

１
日・開
会

　
　
・ 会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
・ 会
期
の
決
定

　
　
・議
案
の一括
上
程

　
　
（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
）

2
日・休
会

3
日・休
会

4
日・休
会 （
議
案
研
究
）

5
日・休
会 （
議
案
研
究
）

6
日・委
員
会
付
託
、

　
　

議
案
審
議

　
　

質
疑

　
　

討
論

　
　

採
決

7
日・議
案
審
議
、

　
　

質
疑
、討
論
、採
決

8
日・休
会（
議
案
整
理
）

9
日・休
会

10
日・休
会

11
日・常
任
委
員
会

　
　
（
新
規
条
例
制
定
議
案
）

12
日・休
会（
議
案
整
理
）

13
日・一般
質
問（
４
名
）

14
日・一般
質
問（
３
名
）

15
日・一般
質
問（
３
名
）

16
日・休
会

17
日・休
会

【
12
月
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１
日・開
会

　
　
・ 会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
・ 会
期
の
決
定

　
　
・議
案
の一括
上
程

　
　
（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
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2
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3
日・休
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4
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閉
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平
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年
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１
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平
成
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月
20
日

２
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程

1
、会
期



議
案
審
議

竣工した井手口橋（三河内）

消防出初め式（分列行進） のごみ人形井手口橋の竣工を祝う地元住民と市長

議
案
審
議

４５

議
案
審
議

　
　
　
片
渕 

清
次
郎 

議
員

質
問 

平
成
28
年
４
月
１
日

の
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に

よ
り
、
人
事
評
価
の
結
果
を

活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
鹿
島

市
の
職
員
人
事
評
価
は
適
正

な
手
法
で
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。

答
弁　

職
員
の
人
事
評
価

は
、
年
度
当
初
に
個
人
目
標

を
設
定
し
、
中
間
面
談
、
期

末
面
談
で
目
標
達
成
評
価
を

し
て
い
る
。
併
せ
て
個
人
の

能
力
評
価
を
行
い
、
昇
任
、

給
与
等
に
反
映
さ
せ
て
い

る
。

 

面
談
を
行
う
管
理
職
も
研

修
等
に
出
向
き
、
公
正
な
評

価
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

る
。

 

ま
た
、
二
次
評
価
を
部
長
、

副
市
長
が
行
い
、
適
正
な
人

事
評
価
に
努
め
、
人
材
育
成

を
最
終
目
標
と
し
て
い
る
。

職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
き
及
び
効
果
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
52
号

　
　
　

稲
富  

雅
和 

議
員

質
問 

ふ
る
さ
と
納
税
は
平

成
20
年
度
か
ら
の
取
り
組
み

を
資
料
に
載
せ
て
あ
る
が
、

少
し
取
り
組
み
が
遅
か
っ
た

け
ど
、
平
成
28
年
度
に
な
っ

て
か
ら
、
職
員
の
増
、
日
々

雇
用
の
増
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決

済
の
開
始
な
ど
結
果
が
出
て

い
る
が
、
こ
れ
以
上
何
が
必

要
で
目
標
金
額
は
設
定
し
て

い
る
の
か
。

答
弁　

今
年
度
も
１
億
円
の

目
標
金
額
で
取
り
組
み
始
め

た
。

　

平
成
29
年
度
強
化
し
た
事

は
サ
イ
ト
プ
ラ
ン
ア
ッ
プ
し

て
、
経
費
は
か
か
る
が
、
特

集
を
組
ん
だ
。
補
正
が
増
え

た
要
因
は
返
礼
品
を
2
2
0

品
目
ま
で
増
や
し
た
こ
と
。

全
体
の
取
り
組
み
が
遅
か
っ

た
が
、
市
内
の
特
産
品
の
売

り
込
み
を
強
化
し
て
い
き
、

本
来
の
趣
旨
に
沿
っ
た
取
り

組
み
が
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
。

平
成
29
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
第
60
号

　
　
　

勝
屋 

弘
貞 

議
員

質
問 

将
棋
の
駒
で
有
名
な

天
童
市
で
は
、
返
礼
品
と
は

別
に
希
望
す
る
文
字
が
彫
れ

る
将
棋
の
駒
の
ス
ト
ラ
ッ
プ

が
貰
え
る
こ
と
で
、
大
幅
に

ふ
る
さ
と
納
税
の
額
が
ア
ッ

プ
し
た
。
こ
の
よ
う
な
新
た

な
取
り
組
み
が
鹿
島
市
に
於

い
て
出
来
な
い
も
の
か
。

答
弁　

現
在
、
返
礼
品
は

2
2
0
品
目
あ
る
が
、
農
産

物
や
食
料
品
に
限
ら
ず
、
あ

ら
ゆ
る
可
能
性
を
探
り
、
食

べ
物
の
他
に
、
能
古
見
人

形
、
彫
り
物
、
鹿
島
錦
な

ど
。
体
験
型
で
は
干
潟
ど
ろ

ん
こ
体
験
と
か
が
あ
る
。

　

多
く
の
方
に
鹿
島
を
理
解

し
て
頂
く
為
に
、
製
作
者
や

商
店
に
も
積
極
的
に
相
談
に

行
っ
て
い
る
し
、
鹿
島
な
ら

で
は
の
も
の
を
提
案
し
て
頂

け
れ
ば
検
討
し
た
い
。

平
成
29
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
第
60
号

　
　
　

徳
村 

博
紀 

議
員

質
問 

十
年
程
前
に
保
護
者

の
皆
様
か
ら
、
放
課
後
、
子

供
た
ち
を
安
全
に
保
育
し
て

く
れ
る
場
所
を
作
っ
て
ほ
し

い
と
の
要
望
が
あ
り
、
私
と

多
く
の
保
護
者
の
皆
様
で
市

に
設
置
を
求
め
、
平
成
19
年

設
置
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、

当
時
は
鹿
島
・
明
倫
・
浜
の

３
校
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ

の
後
、
全
小
学
校
に
設
置
が

さ
れ
感
謝
し
て
い
る
。
現
在

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
数
と

児
童
数
は
？
ま
た
5
0
0
万

程
の
追
加
補
正
に
な
っ
て
い

る
が
そ
の
要
因
は
？

答
弁　

現
在
ク
ラ
ブ
数
は
鹿

島
3
、
明
倫
3
、
能
古
見

1
、
古
枝
2
、
浜
2
、
北
鹿

島
1
、
七
浦
2
の
全
部
で
14

ク
ラ
ブ
、
児
童
数
は
3
9
8

名
と
な
っ
て
い
る
。
追
加
の

要
因
は
土
日
利
用
者
・
長
期

休
暇
中
利
用
児
童
が
増
え
た

こ
と
が
主
な
要
因
。

　

今
後
も
利
用
し
や
す
く
安

全
な
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
　

（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
に
つ
い
て

議
案
第
60
号

　
　
　

⻆
田 

一
美 

議
員

質
問 

可
動
堰
や
た
め
池
等

農
業
用
水
利
施
設
の
老
朽
化

で
改
修
時
期
を
迎
え
て
い
る

が
、
耕
作
農
業
者
が
減
少

し
、
負
担
額
が
高
額
に
な
っ

て
い
る
。
地
元
負
担
無
し
で

実
施
で
き
な
い
の
か
。

答
弁　

国
・
県
の
補
助
率
を

上
げ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

現
在
は
事
業
費
の
70
％
を

国
・
県
で
負
担
、
残
り
の
30

％
を
市
と
地
元
で
負
担
し
て

い
る
。
負
担
割
合
は
水
路
に

よ
っ
て
各
々
違
っ
て
い
る
。

　

地
元
負
担
金
に
つ
い
て
協

議
会
の
中
で
議
論
し
て
頂
い

て
負
担
割
合
が
決
ま
っ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
を
変
え
る
と

な
る
と
新
た
な
協
議
の
場
を

設
け
て
話
し
合
っ
て
い
く
の

が
一
番
い
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

農
業
用
水
利
施
設
等
改
修
費
の

　
　
　
　
　
　

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て

議
案
第
60
号

平
成
29
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
第
60
号

　
　
　

松
尾 

征
子 

議
員

質
問
一 

干
潟
交
流
館
の
建

設
は
29
年
か
ら
31
年
ま
で
四

億
一
千
万
円
の
計
画
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
が
、
今
回
国

か
ら
前
倒
し
で
負
担
金
が
来

た
と
い
う
こ
と
で
市
費
二
千

三
百
万
円
の
追
加
に
な
っ
て

い
る
。
他
の
事
業
等
へ
の
影

響
は
な
い
の
か
。

　

年
度
途
中
で
は
わ
ず
か
の

予
算
で
も
な
い
と
言
う
こ
と

で
市
民
の
要
求
は
置
き
ざ
り

に
さ
れ
て
い
る
。

答
弁　

財
政
調
整
資
金
を
活

用
。

質
問
二　

県
の
補
助
金
は
な

い
の
か
県
に
も
要
求
す
べ
き

だ
。

答
弁　

建
物
に
つ
い
て
は
国

か
ら
の
直
接
交
付
金
の
み
。

※
意
見　

ま
だ
期
間
は
あ

る
。
県
に
も
要
求
を
続
け
る

べ
き
だ
。



久しぶりの再開を喜ぶ新成人

南陽市文化会館 市民会館で行われた成人式の式典

議
案
審
議

６７

一
般
質
問

６
地
区
公
民
館 

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
66
号
〜
71
号

　
　
　

松
田 

義
太 

議
員

質
問 

地
区
公
民
館
が
指
定

管
理
さ
れ
、
10
年
と
な
る
。

各
地
区
振
興
会
運
営
協
議
会

が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
拠

点
と
し
て
、
大
変
頑
張
っ
て

こ
ら
れ
た
と
思
う
。

 

し
か
し
、
労
働
法
の
改
正

に
よ
る
人
材
確
保
、
住
民
ニ

ー
ズ
の
変
化
に
よ
る
業
務
量

の
増
大
な
ど
課
題
も
多
い
。 

　

人
件
費
に
つ
い
て
も
、
こ

の
10
年
据
え
置
き
と
な
っ
て

い
る
。

　

新
た
に
指
定
管
理
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
現
場
の
課
題

を
、
担
当
課
と
し
て
も
う
一

度
精
査
さ
れ
、
環
境
整
備
を

お
願
い
し
た
い
。

答
弁　

毎
月
一
回
担
当
者
会

議
を
開
催
し
、
課
題
等
に
つ

い
て
の
把
握
に
努
め
て
い

る
。

　

ご
指
摘
の
点
に
つ
い
て
も

考
慮
し
環
境
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

地
区
公
民
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
66
号
〜
71
号

　
　
　

伊
東
　
茂 

議
員

質
問 

地
区
公
民
館
の
指
定

管
理
制
度
導
入
か
ら
10
年
が

経
過
し
た
。

　

新
た
に
５
年
間
の
管
理
契

約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
が
、

職
員
（
主
事
）
と
の
労
働
契

約
法
の
判
断
（
雇
用
年
数
）

を
各
地
区
振
興
会
に
委
ね
る

の
は
不
公
平
と
感
じ
る
。

　

公
民
館
主
事
は
地
域
の
活

性
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
向
上

に
寄
与
し
て
い
る
。

　

地
域
で
職
員
を
育
て
る
必

要
が
あ
る
。
６
地
区
共
通
の

延
長
雇
用
基
準
を
協
議
す
べ

き
と
考
え
る
。

答
弁　

指
定
管
理
制
度
導
入

に
よ
り
経
費
の
削
減
と
独
自

の
地
区
イ
ベ
ン
ト
企
画
も
活

発
に
な
り
成
果
は
上
が
っ

た
。

　

雇
用
・
処
遇
に
つ
い
て
も

公
民
館
連
絡
協
議
会
で
再
度

議
論
を
進
め
改
善
に
努
め

る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

鹿
島
市
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

片
渕 

清
次
郎
　
議
員

質
問
一　

佐
賀
県
が
今
年
度

か
ら
３
年
間
で
3
0
0
人
の

防
災
の
専
門
知
識
を
持
つ

「
防
災
士
」
を
養
成
す
る
と

発
表
し
た
。

　

鹿
島
市
も
県
と
足
並
み
を

揃
え
、
防
災
士
養
成
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁　

防
災
活
動
の
中
で
リ

ー
ダ
ー
と
な
る
防
災
士
の
重

要
性
は
理
解
し
て
い
る
。
市

内
の
自
主
防
災
組
織
の
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
県
の
養
成
講

座
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

き
た
い
。

質
問
二　

大
分
市
で
は
、
市

内
の
社
会
福
祉
施
設
、
医
療

機
関
、
事
業
所
等
の
勤
務
者

に
対
し
て
防
災
士
養
成
の
た

め
の
助
成
を
行
な
っ
て
い

る
。
鹿
島
市
で
も
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
。

答
弁　

現
在
、
佐
賀
県
及
び

鹿
島
市
に
、
養
成
講
座
を
受

講
で
き
る
関
係
機
関
が
な

い
。
今
後
、
県
と
連
携
し
養

成
機
関
の
整
備
、
受
け
皿
づ

く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問
三　

災
害
対
応
用
備
蓄

食
料
を
避
難
訓
練
時
や
、
小

中
学
校
の
生
徒
、
児
童
に
試

食
を
行
う
機
会
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
。

答
弁　

市
民
の
防
災
意
識
の

向
上
や
避
難
訓
練
参
加
へ
の

呼
び
か
け
に
も
な
る
の
で
、

学
校
と
協
議
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

質
問　

首
都
圏
在
住
の
希
望

者
を
対
象
に
田
舎
暮
ら
し
、

ふ
る
さ
と
暮
ら
し
を
紹
介
す

る
「
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ

ン
タ
ー
」
と
い
う
N
P
O
法

人
が
あ
る
。
佐
賀
移
住
サ
ポ

ー
ト
デ
ス
ク
の
担
当
者
も
在

籍
し
て
お
り
、
佐
賀
に
移
住

を
考
え
て
い
る
人
の
相
談
に

乗
っ
て
い
る
。
鹿
島
市
は
支

援
セ
ン
タ
ー
と
の
関
わ
り
、

情
報
交
換
は
行
っ
て
い
る

か
。

答
弁　

昨
年
、
支
援
セ
ン
タ

ー
が
主
催
し
た
「
ふ
る
さ
と

回
帰
フ
ェ
ア
」
に
鹿
島
市
も

初
め
て
参
加
し
た
。
そ
の

際
、
鹿
島
移
住
ガ
イ
ド
を
作

成
し
、
情
報
発
信
に
努
め

た
。

　

こ
れ
が
縁
で
今
年
６
月

に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
浜
町
に
移
住
し
て
来
ら

れ
た
方
が
い
る
。

　

今
年
度
は
、
佐
賀
長
崎
合

同
移
住
相
談
会
を
支
援
セ
ン

タ
ー
と
協
力
し
て
実
施
、
鹿

島
市
の
情
報
発
信
に
努
め

た
。

　

今
後
も
支
援
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
が
不
可
欠
と
考
え
、

協
力
し
て
い
く
。

移
住
定
住
促
進
の

　
　
　
対
策
に
つ
い
て

鹿
島
市
の

商
工
業
活
性
化
に
つ
い
て

鹿
島
市
民
会
館
建
設
に
つ
い
て

福
井
　
正
　
議
員

質
問
一　

2
月
１
日
の
市
長

の
提
案
理
由
説
明
で
、
市
民

会
館
建
設
に
つ
い
て
。

①
危
険
な
状
態
で
あ
れ
ば
、

利
用
を
中
止
す
る
と
の
発
言

で
し
た
が
。
そ
の
時
期
は
い

つ
な
の
か
。

答
弁　

平
成
31
年
３
月
ご
ろ

を
予
定
し
て
お
り
、
必
要
で

あ
れ
ば
最
小
限
の
修
理
を
し

て
い
く
。

質
問
二
　
客
席
の
規
模
を
縮

小
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
ど
の
程
度
な
の
か
。　

　

10
月
11
日
に
総
務
建
設
環

境
委
員
会
で
行
政
視
察
し
た

山
形
県
南
陽
市
の
文
化
会
館

は
、
平
成
27
年
に
当
初
の

8
5
0
席
か
ら
、
1
4
0
3

席
に
拡
大
し
て
建
設
さ
れ

た
。
耐
火
木
造
建
築
で
あ

り
、
こ
れ
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

等
を
招
聘
す
る
場
合
の
最
低

の
客
席
数
で
あ
る
と
の
こ
と
。

　

鹿
島
市
と
し
て
ど
の
よ
う

な
利
用
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。
Ｎ
Ｈ
K
の
ど
自
慢
等
の

番
組
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
公

演
等
は
。

答
弁　

市
民
の
グ
ル
ー
プ
等

の
利
用
を
考
え
て
い
る
。

N
H
K
の
ど
自
慢
は
１
千
席

以
上
必
要
。
そ
の
場
合
は
市

民
体
育
館
等
で
対
応
で
き
る
。

質
問
三　

ホ
ー
ル
を
中
核
に

据
え
た
施
設
を
建
設
す
る
。

各
施
設
と
の
連
携
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
施
設
か
。

答
弁　

古
枝
公
民
館
前
に
あ

る
民
俗
資
料
館
等
を
整
備
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
エ

イ
ブ
ル
と
も
連
携
す
る
予

定
。

質
問
四　

財
源
は
ど
う
す
る

の
か
。

答
弁　

財
源
と
し
て
、
施
設

を
集
約
化
す
る
こ
と
で
交
付

税
措
置
が
あ
る
公
共
施
設
建

設
事
業
債
を
活
用
し
た
い
。

建
設
費
の
90
％
が
起
債
で
50

％
が
交
付
税
措
置
さ
れ
る
。

　

鹿
島
市
の
負
担
の
55
％
は

基
金
の
活
用
や
一
般
財
源
を

充
て
る
。

質
問
五　

市
民
会
館
は
い
つ

か
ら
建
設
に
着
手
す
る
の

か
。

答
弁　

今
年
度
中
に
結
論
を

出
す
。
31
年
３
月
ま
で
現
施

設
を
使
用
、
31
年
度
中
に
解

体
・
建
設
開
始
と
な
る
。

質
問　

10
月
10
日
、
山
形
市

の
商
店
街
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

事
業
を
視
察
し
た
。
こ
こ
は

市
民
や
大
学
と
学
生
、
地

主
、
商
店
主
な
ど
で
検
討
会

を
作
り
、
話
し
合
い
で
取
り

組
ま
れ
た
。
す
た
れ
て
い
た

商
店
街
が
賑
わ
い
を
取
り
戻

し
て
い
た
。
様
々
な
方
々
で

協
議
す
る
こ
と
が
商
工
業
活

性
化
に
必
要
と
思
う
が
、
市

の
考
え
は
。

答
弁　

現
在
門
前
商
店
街
等

で
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

市
道
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て

議
案
第
65
号

　
　
　

中
村 

和
典 

議
員

質
問 

平
成
29
年
10
月
６
日

の
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、

市
営
乙
丸
住
宅
及
び
乙
丸
児

童
遊
園
跡
地
の
売
却
に
つ
い

て
、
隣
接
す
る
医
療
機
関
へ

２
７
８
５
・
78
平
方
メ
ー
ト

ル
を
売
却
す
る
旨
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
面
積
の
中

に
今
回
の
市
道
敷
地
も
含
ま

れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

今
回
、
路
線
の
廃
止

を
予
定
し
て
い
る
市
道
乙
丸

住
宅
線
も
含
ま
れ
て
い
る
。

延
長
１
１
０
・
０
メ
ー
ト

ル
、
幅
員
は
1.5
メ
ー
ト
ル
か

ら
6.7
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。



一
般
質
問

８９

一
般
質
問

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
推
進

　
活
動
を
通
じ
た

　
　
ふ
る
さ
と
づ
く
り

教
職
員
の
多
忙
化
の
実
態
と
改
善
は

松
尾 

征
子 

議
員

質
問
一 

全
国
的
に
教
職
員
の

多
忙
化
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

　

鹿
島
市
に
お
け
る
教
職
員

の
多
忙
化
の
実
態
は
、
改
善

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の

か
。

答
弁　

日
本
の
一
週
間
の
勤

務
時
間
は
O
E
C
Ｄ
参
加
国

の
中
で
最
長
の
五
三
・
九
時

間
。
参
加
国
の
平
均
は
三

八
・
三
時
間
。

　

授
業
時
間
に
つ
い
て
は
参

加
国
と
同
時
間
。
課
外
活

動
、
事
務
事
業
等
多
目
的
な

も
の
が
多
い
。

　

市
内
小
中
学
校
の
総
残
業

時
間
は
直
近
二
ヶ
月
の
調
査

で
、
月
八
十
時
間
を
超
え
た

も
の
が
三
割
、
一
〇
〇
時
間

を
超
え
た
も
の
も
あ
る
。

質
問
二　

過
労
死
が
心
配
さ

れ
る
時
間
を
超
え
て
い
る
と

い
う
実
態
が
あ
る
。
勤
務
時

間
の
調
査
は
実
態
に
合
っ
た

も
の
に
す
る
こ
と
。

　

子
供
と
接
す
る
時
、
心
身

共
に
健
康
で
な
く
て
は
い
け

な
い
。
現
在
、
メ
ン
タ
ル
も

含
め
て
長
期
休
は
い
な
い
と

い
う
こ
と
だ
が
、
休
ま
な
く

て
も
体
調
が
完
全
で
な
く
勤

務
し
て
る
人
も
あ
る
。

　

先
生
の
健
康
管
理
に
つ
い

て
聞
き
取
り
調
査
を
や
る
こ

と
。

答
弁　

今
年
度
、
共
済
組
合

に
よ
り
年
に
一
度
職
員
に
対

す
る
調
査
を
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

　

多
忙
に
対
す
る
対
応
と
し

て
は
、

（
1
）
一
人
当
り
の
仕
事
を

　
　
　

減
ら
す

（
2
）
人
数
を
増
や
す　

（
3
）
外
注
す
る
な
ど
連
絡

　
　
　

会
議
で
議
論
を
し
て

　
　
　

い
る
。

質
問
三　

三
十
年
、
鹿
島
で

「
囲
碁
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催

が
決
ま
っ
た
。
全
国
か
ら
十

三
参
加
自
治
体
は
じ
め
多
く

の
囲
碁
関
係
者
が
来
鹿
さ
れ

る
。

　

取
り
組
み
が
関
係
者
の
み

の
も
の
で
な
く
、
市
民
に
鹿

島
市
に
お
け
る
囲
碁
文
化
を

知
っ
て
も
ら
い
、
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
為
、
早
く
か
ら

の
情
報
発
信
と
、
商
工
関
係

等
も
入
れ
て
市
民
参
加
の

「
街
づ
く
り
」
の
力
に
な
る

よ
う
に
。

答
弁　

成
功
は
当
然
だ
が
、

住
民
も
参
加
し
て
も
ら
い
、

歴
史
や
文
化
を
再
確
認
し
て

も
ら
い
た
い
。

　

関
係
者
団
体
等
と
実
行
委

員
会
を
つ
く
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

愛
着
障
害
と
こ
ど
も
環
境
に
つ
い
て

樋
口 

作
二 

議
員

質
問
一 

愛
着
障
害
と
は
何

か
。

答
弁　

子
ど
も
と
特
定
の
人

物
と
の
結
び
つ
き
が
阻
害
さ

れ
た
状
態
を
い
い
、
重
篤
な

場
合
、
反
応
性
愛
着
障
害
と

い
う
社
会
性
の
な
い
行
動
を

と
る
こ
と
が
あ
る
。

質
問
二　

乳
幼
児
期
に
お
け

る
子
育
て
指
導
に
愛
着
障
害

は
ど
う
扱
わ
れ
て
い
る
か
。

答
弁　

愛
着
障
害
を
特
別
意

識
し
て
は
い
な
い
が
、
同
じ

よ
う
な
子
育
て
指
導
を
保
健

セ
ン
タ
ー
や
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
で
の
育
児
相
談
で
行

っ
て
い
る
。

質
問
三　

学
校
で
の
生
活
指

導
に
愛
着
障
害
は
ど
う
扱
わ

れ
て
い
る
か
。

答
弁　

愛
着
理
論
を
ベ
ー
ス

に
し
た
指
導
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
無
表
情
だ
っ
た
り
、

大
人
に
べ
っ
た
り
甘
え
た

り
、
乱
暴
で
あ
っ
た
り
す
る

な
ど
愛
着
障
害
を
疑
わ
れ
る

児
童
も
い
る
。

　

学
校
と
し
て
は
家
庭
内
の

問
題
に
か
か
わ
り
に
く
い
面

も
あ
る
が
、
愛
着
障
害
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
認
識
を
も

っ
て
子
ど
も
の
指
導
に
当
た

り
た
い
。

質
問
一　

本
年
度
力
を
入
れ

た
点
や
新
し
い
取
り
組
み

は
？

答
弁　

自
作
し
た
ワ
ー
ク
ブ

ッ
ク
を
用
い
た
各
小
学
校
で

の
環
境
教
育
や
、
こ
ど
も
ラ

ム
サ
ー
ル
観
察
隊
の
取
り
組

み
、
女
性
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
部
会
提
案
の
食
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
に
力
を
入
れ

た
。

質
問
二　

ア
ジ
ア
湿
地
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
取
り
組
み
と

成
果
は
。

答
弁　

二
十
か
国
四
百
五
十

名
の
国
際
会
議
で
、
ポ
ス
タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
鹿
島
市
で
の
現

地
視
察
な
ど
に
参
加
し
た
。

　

鹿
島
市
の
取
り
組
み
は
大

い
に
称
賛
さ
れ
、
表
彰
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
。

質
問
三　

干
拓
地
に
海
水
を

戻
し
て
生
態
系
の
再
生
に
成

功
し
た
例
は
あ
る
か
。

答
弁　

イ
ン
ド
の
チ
リ
カ
湖

は
、
海
水
を
導
入
し
て
元
の

よ
う
な
自
然
が
再
生
し
た
。

質
問
四　

今
後
の
課
題
や
計

画
は
。

答
弁　

ま
だ
市
民
全
体
へ
理

解
が
進
ん
で
い
な
い
の
で
、

さ
ら
な
る
普
及
啓
発
に
努
め

た
い
。
ま
た
、
有
明
海
全
体

に
も
目
を
向
け
、
ま
ず
荒

尾
、
東
与
賀
と
の
交
流
を
進

め
て
い
き
た
い
。

鹿
島
新
市
民
会
館
の
建
設
に
つ
い
て

松
田 

義
太 

議
員

質
問
一 

現
市
民
会
館
の
使
用

期
限
を
含
め
、
新
市
民
会
館

建
設
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら

れ
る
の
か
。

答
弁　

市
民
会
館
の
閉
鎖
時

期
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年

3
月
末
を
予
定
し
て
い
る

が
、
そ
の
前
に
施
設
の
老
朽

化
等
、
大
規
模
改
修
の
必
要

性
が
高
ま
れ
ば
早
ま
る
こ
と

も
あ
り
得
る
。

　

今
後
、
新
市
民
会
館
建
設

に
つ
い
て
は
、
市
民
会
館
建

設
検
討
委
員
会
を
数
回
予
定

し
て
い
る
の
で
、
今
年
度
中

に
方
向
性
を
ま
と
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問
二　

建
設
の
財
源
に
つ

い
て
は
、
施
設
を
集
約
化
す

る
こ
と
に
よ
り
交
付
税
措
置

の
あ
る
起
債
を
活
用
す
る
説

明
が
あ
っ
た
が
、
市
内
の
ど

の
施
設
を
検
討
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
起
債
の
交
付
税

措
置
率
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
弁　

集
約
す
る
施
設
と
し

て
、
古
枝
の
民
族
資
料
館
を

想
定
し
て
い
る
。
起
債
の
45

％
が
交
付
税
で
措
置
さ
れ

る
。

　

例
に
挙
げ
れ
ば
、
20
億
の

事
業
で
あ
れ
ば
、
約
9
億
円

が
補
助
さ
れ
、
市
の
実
質
負

担
は
11
億
円
と
な
る
。

　

た
だ
、
事
業
費
に
お
い

て
、
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

（
解
体
費
用
等
）
が
あ
る
の

で
、
今
後
、
整
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

質
問
三　

現
在
、
資
材
の
高

騰
、
人
材
不
足
等
に
よ
り
コ

ス
ト
増
と
聞
い
て
い
る
。
ま

た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

控
え
て
い
る
の
で
、
建
設

費
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
慎
重
に
検
討
し
て
ほ

し
い
。

答
弁　

厳
し
い
状
況
下
に
あ

る
の
で
、
慎
重
に
進
め
て
い

き
た
い
。

質
問　

鹿
島
小
学
校
の
登
下

校
に
お
い
て
、
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
子
ど
も
達

を
見
守
っ
て
頂
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
が
、

「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
支
え
て
い
る
と
思

う
。

　

今
後
、
教
育
委
員
会
が
行

っ
て
い
る
青
色
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
と
の
連
携
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集
の
協
力
等
、
市
と

し
て
積
極
的
な
対
応
を
お
願

い
し
た
い
。

答
弁　

今
後
、
関
係
者
の

方
々
と
の
意
見
交
換
、
ま

た
、
募
集
に
つ
い
て
も
、
市

報
で
の
掲
載
な
ど
検
討
し
て

い
き
た
い
。

本
に
楽
し
む
環
境
作
り
を
！

杉
原 

元
博 

議
員

質
問
一 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
伴

い
、
読
書
離
れ
・
活
字
離
れ

が
進
み
、
本
に
親
し
む
環
境

作
り
の
重
要
性
を
感
じ
る
。 

　

第
五
次
学
校
図
書
館
図
書

整
備
等
５
ヶ
年
計
画
に
つ
い

て
。

答
弁　

目
的
と
し
て
、
５
ヶ

年
間
で
学
校
図
書
館
図
書
標

準
の
達
成
を
目
指
す
と
共

に
、
計
画
的
な
図
書
の
更

新
・
学
校
図
書
館
へ
の
新
聞

配
備
と
学
校
司
書
の
配
置
拡

充
を
図
る
こ
と
に
あ
る
。

質
問
二　

読
書
意
欲
を
高
め

る
読
書
通
帳
（
読
書
手
帳
）

に
つ
い
て
鹿
島
市
の
取
組
み
は
。

答
弁　

鹿
島
市
民
図
書
館
で

は
、
昨
年
９
月
の
図
書
館
シ

ス
テ
ム
更
新
時
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

上
に
自
分
の
読
書
履
歴
を
残

せ
る
「
Ｍ
ｙ
本
棚
」
と
い
う

機
能
を
付
加
。
読
書
通
帳
と

ほ
ぼ
同
等
の
機
能
で
、
利
用

者
が
そ
れ
ま
で
に
読
ん
だ
本

の
一
覧
が
表
示
さ
れ
る
。

質
問
三　

専
門
職
員
で
あ
る

学
校
司
書
の
配
置
状
況
に
つ

い
て
。

答
弁　

各
学
校
に
は
、
図
書

館
事
務
補
助
と
し
て
嘱
託
職

員
を
1
人
配
置
し
て
い
る
。

司
書
の
資
格
は
採
用
の
要
件

と
は
し
て
い
な
い
。
９
人
中

司
書
の
資
格
を
持
っ
て
い
る

の
は
１
人
の
状
況
。
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
と
し
て
、
年
間
８
回

の
研
修
会
を
開
催
。

質
問
四　

乳
幼
児
健
診
の
際

な
ど
に
、
保
護
者
に
絵
本
な

ど
を
贈
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
に
つ
い
て
鹿
島
市
の
取

組
み
は
。

答
弁　

乳
幼
児
の
４
ヶ
月
健

診
時
に
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

の
方
を
対
象
に
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
と
お
勧
め
の
絵
本
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
ぶ
っ
く
す
く

す
く
）
を
Ｈ
20
年
度
か
ら
実

施
。
他
に
、
お
は
な
し
会
や

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
セ
ッ
ト
の
貸

出
し
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
五　

今
年
、
市
民
図
書

館
開
設
1
0
0
周
年
と
な

る
。
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
開
催

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

確
か
に
読
書
意
欲
を

高
め
る
手
法
と
し
て
有
効
。

他
市
町
の
取
組
み
を
参
考
に

検
討
し
た
い
。

質
問
六　

子
ど
も
読
書
推
進

法
、
文
字
活
字
文
化
振
興
法

を
受
け
て
鹿
島
市
が
行
っ
て

い
る
具
体
策
は
。

答
弁　

幼
稚
園
や
保
育
園
、

小
中
学
校
等
に
書
籍
や
資
料

を
貸
出
す
事
業
（
み
に
み
に

巡
回
図
書
）
を
実
施
。
ま
た

本
年
度
は
七
浦
小
学
校
と
連

携
し
て
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
を
実
施
。

市
民
図
書
館
で
は
介
護
施
設

で
の
読
み
語
り
を
10
年
前
か

ら
実
施
。
更
に
本
年
度
は
介

護
施
設
で
の
本
の
貸
出
・
返

却
を
開
始
し
、
図
書
館
難
民

を
増
や
さ
な
い
取
組
み
を
開

始
し
て
い
る
。

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

ラムサール条約湿地に登録
された「肥前鹿島干潟」

市民会館

鹿島市民図書館
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捕獲されたイノシシ

一
般
質
問

1011

一
般
質
問

鹿
島
市
の
第
一
次
産
業
振
興
に
つ
い
て

稲
富 

雅
和 

議
員

質
問
　
基
幹
産
業
の
農
業
と

し
て
、
今
後
鹿
島
市
と
し
て

ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
く

の
か
、
こ
れ
以
上
に
ど
こ
ま

で
現
場
と
向
き
合
っ
て
い
く

の
か
、
ど
う
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
っ
て
い
く
の
か
部
長

の
考
え
を
お
聞
き
す
る
。

答
弁　

基
幹
産
業
で
あ
る
第

一
産
業
は
最
重
要
課
題
の
ひ

と
つ
と
考
え
る
。
し
か
し
従

事
者
の
減
少
、
高
齢
化
、
販

売
価
格
の
低
迷
と
様
々
な
要

因
よ
り
生
産
所
得
が
伸
び
悩

ん
で
い
る
。

　

担
い
手
不
足
や
後
継
者
問

題
を
早
急
に
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
と
考
え
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
の

農
林
水
産
業
の
活
性
化
を
図

る
た
め
第
６
次
総
合
計
画
に

か
か
げ
る
、
産
業
振
興
、
農

業
、
林
業
、
水
産
業
の
政
策

展
開
を
展
開
方
向
に
沿
っ

て
、
行
政
、
関
係
機
関
連
携

協
力
の
も
と
各
種
政
策
の
推

進
を
お
こ
な
っ
て
い
く
。

質
問　

地
域
の
活
力
を
生
み

出
す
一
つ
の
方
法
に
ス
ポ
ー

ツ
が
あ
る
。

　

2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
、
2
0
2
3
国
民
体
育

大
会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
佐
賀
県
開
催
。
こ
の

大
会
に
向
け
て
施
設
整
備
も

必
要
で
あ
る
。

　

関
連
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

つ
い
て
は
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

に
つ
い
て
、
現
状
、
市
と
し

て
手
を
上
げ
れ
る
状
況
な
の

か
。
そ
し
て
市
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
整
備
の
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

答
弁　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
活
性
化
、
観
光
振
興
、
参

加
国
と
地
域
と
人
的
、
経
済

的
交
流
を
図
り
、
地
方
公
共

団
体
を
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
い

う
制
度
。

　

市
は
宿
泊
施
設
の
関
係
が

あ
る
の
で
、
単
独
で
の
誘
致

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

佐
賀
県
大
規
模
国
際
ス
ポ

ー
ツ
大
会
誘
致
推
進
協
議
会

が
あ
り
、
県
、
体
協
関
係
、

９
市
１
町
で
構
成
さ
れ
て
い

る
協
議
会
に
鹿
島
市
も
入
っ

て
い
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

限
ら
ず
、
参
加
チ
ー
ム
を
合

宿
、
誘
致
し
て
い
こ
う
と
取

り
組
み
を
し
て
い
る
。

　

単
純
で
は
な
く
市
町
連
携

し
な
が
ら
誘
致
も
検
討
し
て

い
る
。

　

チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
は
市

町
連
携
し
情
報
を
入
れ
な
が

ら
、
可
能
で
あ
れ
ば
検
討
し

て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

　
　
整
備
に
つ
い
て

祐
徳
門
前
観
光
所

閉
鎖
に
つ
い
て

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策

伊
東
　
茂 

議
員

質
問
一　

防
御
策
、
捕
獲
を

続
け
て
い
る
が
被
害
は
減
ら

な
い
。
捕
獲
駆
除
を
自
衛

隊
・
警
察
・
警
備
会
社
に
依

頼
で
き
な
い
か
？

答
弁　

自
衛
隊
は
災
害
対
策

派
遣
が
原
則
と
考
え
る
。
警

察
は
市
民
生
活
に
被
害
を
及

ぼ
す
時
に
出
動
と
考
え
、
住

宅
地
に
出
没
し
た
場
合
は
猟

友
会
に
同
行
し
て
捕
獲
し
て

も
ら
う
。

　

警
備
会
社
は
多
額
の
費
用

と
警
備
員
の
地
理
的
不
安
が

あ
り
、
人
へ
の
誤
射
の
危
険

が
あ
る
。

質
問
二
　
猟
友
会
は
高
齢
化

が
進
み
、
若
い
会
員
が
不
足

し
て
い
る
。
ま
た
、
狩
猟
免

許
所
持
者
は
経
費
も
嵩
む
。

　

猟
友
会
へ
の
人
材
確
保
と

助
成
金
の
増
額
を
求
む
。

答
弁　

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策

費
と
し
て
山
間
部
の
見
廻

り
、
被
害
箇
所
の
確
認
の
た

め
、
実
施
隊
員
２
名
分
を
猟

友
会
へ
助
成
し
て
い
る
。

　

免
許
取
得
費
用
、
捕
獲
報

奨
金
な
ど
助
成
は
お
こ
な
っ

て
い
る
が
、
人
材
補
充
と
猟

友
会
運
営
費
に
つ
い
て
協
議

を
行
う
。

質
問
三　

電
気
牧
柵
、
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
補
助
金

を
農
家
以
外
へ
の
検
討
と
、

畑
・
石
垣
・
溝
の
破
壊
被
害

に
助
成
を
お
願
い
し
た
い
。

答
弁　

イ
ノ
シ
シ
防
御
費
補

助
は
農
作
物
を
出
荷
し
て
い

る
農
地
に
補
助
を
し
て
い

る
。
石
垣
等
の
被
害
対
策
も

含
め
検
討
し
た
い
。

質
問　

平
成
28
年
春
よ
り
観

光
案
内
所
が
閉
鎖
さ
れ
て
い

る
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
や
浜

宿
観
光
な
ど
市
内
回
遊
性
を

持
た
せ
る
観
光
戦
略
に
逆
行

し
て
い
る
と
考
え
る
。

答
弁　

平
成
28
年
地
方
創
生

先
行
型
交
付
金
を
受
け
る

際
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の

た
め
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
整
備
と
鹿

島
の
玄
関
口
、
駅
付
近
に
観

光
案
内
所
の
設
置
に
伴
い
閉

鎖
し
た
。

　

現
在
の
観
光
客
の
動
向
を

考
え
る
と
門
前
地
区
で
の
観

光
案
内
所
は
必
要
と
考
え
、

検
討
を
進
め
る
。

鹿
島
市
緊
急
農
業
振
興

      

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
動
き
に
つ
い
て

中
村 

和
典 

議
員

質
問
一　

新
た
な
農
政
の
方

向
性
な
ど
の
課
題
に
対
応

し
、
農
業
新
時
代
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め

に
、
昨
年
十
一
月
庁
内
に
設

置
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
年
間
の
取
り
組
み
状
況

は
。

答
弁　

農
業
競
争
力
強
化
対

策
班
は
、
農
業
版
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置

構
想
を
、
新
し
い
農
地
制
度

班
は
農
地
中
間
管
理
事
業
の

周
知
を
、
中
山
間
地
活
性
化

班
は
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
優

良
農
地
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
、

鳥
獣
被
害
対
策
班
は
イ
ノ
シ

シ
等
の
解
体
処
理
加
工
施
設

の
導
入
に
向
け
た
研
修
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

 

ま
た
、
現
場
の
生
の
意
見
を

聴
く
た
め
に
外
部
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
十
六
名
を
委
嘱
し
て
い

る
。

質
問
一　

農
家
の
切
実
な
声

と
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害

で
安
心
し
て
農
業
経
営
が
で

き
な
い
。
徹
底
し
た
駆
除
を

警
備
会
社
や
自
衛
隊
に
委
託

で
き
な
い
か
な
ど
強
い
要
望

が
あ
る
が
、
市
の
対
応
策

は
。

答
弁　

猟
友
会
の
協
力
に
よ

り
、
こ
の
十
年
間
で
五
八
五

八
頭
の
イ
ノ
シ
シ
が
市
内
で

捕
獲
さ
れ
た
。
補
助
事
業
も

継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

質
問
二　

先
日
、
伊
万
里
市

で
駆
除
し
た
イ
ノ
シ
シ
を
山

中
に
放
置
し
た
事
件
が
発
生

し
た
が
、
鹿
島
市
の
解
体
処

理
施
設
の
計
画
は
。

答
弁　

猟
友
会
か
ら
要
望
が

あ
り
現
在
協
議
を
行
っ
て
い

る
。
解
体
処
理
加
工
施
設
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
排
水
処

理
や
運
営
面
で
の
課
題
も
あ

り
、
こ
れ
ら
の
解
決
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

質
問
一　

小
学
校
の
現
状
は
。

答
弁　

野
球
部
が
６
部
、
サ

ッ
カ
ー
部
が
４
部
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
が
７
部
、
剣
道
部

が
５
部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

が
１
部
あ
る
。

質
問
二　

中
学
校
の
現
状
は
。

答
弁　

西
部
中
は
、
運
動

部
・
文
化
部
合
せ
て
18
部

で
、
加
入
率
83
・
57
％
、
東

部
中
は
、
13
部
で
、
加
入
率

86
・
75
％
で
、
両
校
と
も
加

入
率
が
極
め
て
高
い
。

鳥
獣
被
害
対
策
の

さ
ら
な
る
強
化
に
つ
い
て

小
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動

の
現
状
と
課
題
に
つい
て

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

勝
屋 

弘
貞 

議
員

質
問
　
「
安
全
安
心
で
心
豊

か
な
ま
ち
鹿
島
」
を
構
築
す

る
た
め
福
祉
行
政
の
充
実
は

絶
対
に
怠
る
こ
と
が
出
来
な

い
も
の
。

　

福
祉
は
地
域
が
主
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
考
え
の
流
れ
の
中
で
、
改

め
て
市
長
の
福
祉
に
関
す
る

考
え
を
問
う
。

答
弁　

地
域
に
は
多
く
の
人

が
色
々
な
立
場
で
色
々
な
生

活
を
営
ん
で
い
る
が
、
そ
ん

な
人
達
を
包
み
込
み
、
彼
ら

が
日
々
の
生
活
を
安
心
し
て

過
ご
す
事
が
出
来
る
ま
ち
と

い
う
の
が
福
祉
の
街
。

　

モ
デ
ル
が
あ
る
わ
け
で
な

い
が
、
少
し
で
も
前
向
き
に

充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う

条
件
環
境
づ
く
り
に
配
慮
し

進
め
る
事
が
福
祉
行
政
。

　

現
実
に
は
様
々
な
制
度

的
・
地
形
的
・
経
済
的
問
題

等
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
だ
け

や
れ
ば
、
こ
れ
で
終
わ
り
と

い
う
事
で
は
な
い
。
現
在
で

き
る
こ
と
、
や
ら
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
、
第
二
次
福
祉

計
画
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

　

福
祉
計
画
で
新
た
に
取
り

入
れ
た
「
互
助
」
と
い
う
考

え
に
境
界
は
な
く
、
あ
っ
た

も
の
を
整
理
し
た
と
考
え

る
。

　

本
来
、
住
民
相
互
が
自
主

的
に
支
え
合
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
前
提

だ
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
ま

り
関
わ
り
合
い
た
く
な
い
と

い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

　

地
域
福
祉
の
担
い
手
も
民

生
委
員
・
児
童
委
員
で
は
な

く
、
社
協
が
担
う
の
が
良
い

と
い
う
答
え
で
、
社
協
の
評

価
認
知
度
が
上
が
っ
た
と
い

う
事
だ
ろ
う
が
、
も
う
少
し

地
域
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
し
、
「
互
助
」
と
い
う

考
え
か
ら
気
持
ち
が
後
退
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

一
般
的
に
は
鹿
島
市
民
は

相
互
の
絆
が
固
い
と
か
信
頼

関
係
が
強
い
、
市
民
力
団
結

力
が
あ
る
と
い
う
評
価
だ

が
、
地
域
福
祉
と
い
う
視
点

で
は
、
や
や
我
々
は
懸
念
を

持
た
な
い
と
い
け
な
い
の
で

は
。

　

手
間
は
か
か
る
が
、
研
修

会
、
勉
強
会
等
手
段
を
通
じ

浸
透
を
図
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
性
は
十
分

我
々
に
は
あ
る
し
、
努
力
は

必
要
だ
が
、
頑
張
れ
ば
「
互

助
」
と
い
う
考
え
は
し
っ
か

り
と
根
付
く
と
考
え
る
。
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議決の賛否表示機

立川市議会本会議場。テレビカメラやWi-Fi設置

取手市議会　本会議場

キッズコーナー箱根町議会　本会議場
委 員 長

副委員長

委　　員

福井　正

徳村　博紀

光武　学　　伊東　茂　　勝屋　弘貞　　稲富　雅和　　松尾　勝利
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総務建設環境常任委員会
　平成29年12月６日の本会議において付託されました議案第51号「鹿島市一般職の任期付職
員の採用に関する条例の制定について」は、12月11日に委員会を開き、審査の結果、原案の
とおり可決すべきものと決しました。
　以上、会議規則第98条の規定により報告します。

　この条例の趣旨は、地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律に基づき一般
職の職員の任期を定めた採用を行う場合、法定以外に条例に委任されている事項があるの
で、これらを条例で定めるものである。
　第２条は、一般職の任期付職員はフルタイム勤務で常勤職員として任用すること、将来に
わたって常時あるものではない業務、一定の期間内に限り業務量の増加が見込まれる業務な
どを規定している。
　第３条は、任期付短時間勤務職員を採用できることを規定している。
　第４条と第５条は、任期の拡大や更新について規定している。
　附則では、この条例に関係する条例の一部を改正する。附則第２条は、公益的法人等へ派
遣できることを規定している。
　附則第３条では、任期付短時間勤務職員の勤務時間は１週間当たり32時間とすることを規
定している。
　附則第５条から８条では、任期付短時間勤務職員には、扶養手当、住居手当、退職手当は
支給しないことを規定している。
　条例は平成30年４月１日から施行する。

議会運営委員会行政視察報告
テーマ　議会改革について
日　程　平成29年11月８日（水）～10日（金）

●茨城県取手市　人口約10万人、議員24名、事務局員７名
　取手市は茨城県南部に位置し、利根川と小貝川に挟まれた水と緑の都市。
　①議会報告会
　　平成22年から年４回実施、参加者少なく中断。平成27年市民との意見交換の報告会へ。　　
　　高校生との意見交換会、講師を招いた講演会、車座になっての意見交換、予算等の説明をプ
　　ロジェクターを使った説明。
　②議会の広報情報公開
　　議会便りを年４回発行
　③議員提案の政策条例制定
　　平成26年、災害時の災害対応規定作成、
　　議会内の防災訓練として、公共交通機
　　関不通を想定した訓練。

●立川市　人口18万２千人、議員27名、事務局職員10名、嘱託職員１名
　立川市は東京都北部に位置し、米軍基地跡地に市役所や国立防災センターが建設。
　①議会報告会
　　平成24年４月議会報告会開催。29年７月まで14回開催。参加者が少なく、お茶を飲みながら
　　車座での意見交換に変更。
　②ＣＴの取り組み　平成26年タブレット導入。紙と併用の為事務局にかなりの負担となってい
　　る。議事係３名でタブレットに対応。
　③議会便りは、事務局で作成。
　④議員提案の政策条例制定
　　平成26年に立川市議会基本条例を制定。
  

●箱根町　人口１万１千人、議員１４名、事務局職員３名
　①議会報告会
　　平成25年３月議会基本条例制定、26年より町民との意見交換会を開催、対象者は10名以上の
　　グループでの申し込み。
　②議会便りを議会編集委員会で作成、町民モニター５名を募集し意見を反映。議会開催日のポ
　　スターを商店に張り、町民への告知。
　③27年に議会傍聴規則を改正し、６年生児童全員が社会科授業の議会傍聴。
　④議員個人所有のタブレットや
　　スマホの議場持ち込み可。
　⑤キッズコーナーと授乳室設置。

佐賀県後期高齢者医療広域連合議会
１１月定例会報告

　平成28年度一般会計歳入歳出決算及び後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の審査が去る
11月17日に行われた。
　後期高齢者医療特別会計の歳入歳出決算総額は、予算現額1,259億6,565万2千円に対し、歳
入決算額が1,289億3,530万8千円、歳出決算額が1,243億2,338万4千円であり、歳入歳出差引額
46億1,192万４千円の黒字。
　保険給付費は、1,200億1,958万４千円で、前年度に比べ２億7,203万６千円（▲0.2％）の減
額となっている。
　医療給付費の伸び率は1.42％の減で、佐賀県の1人当たりの医療費は、平成28年度106万
3,187円で、前年度と同じ全国５位（全国平均92万2,352円）。
　平成27年度伸びが顕著だったＣ型肝炎治療新薬が昨年の５月から保険適用になり、治療が
行われたことが１人当たりの医療費が高くなっていたが、平成28年度薬価のマイナス改定等
により、１人当たり医療給付費が大きく下落している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　佐賀県後期高齢者医療広域連合議会議員　　⻆田一美
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委 員 長

副委員長

委　　員

稲富　雅和

勝屋　弘貞

片渕　清次郎　　樋口　作二　　中村　一尭　　伊東　茂　　松尾　征子　　⻆田　一美
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文教厚生委員会行政視察報告
日　程　平成29年10月17日（火）～19日（木）

１.長野県松本市　クラインガルテン（四賀坊主山）
　クラインガルテンとは、ドイツ発祥の市民農園で、希望者が区
画された土地を借り、ラウベと呼ばれる宿泊施設に寝泊まりして
家庭菜園を営んでいる形態をいう。四賀坊主山クラインガルテン
では、平成４年の農用地有効利用モデル集落整備事業の補助を受
けて建設され、１区画３００㎡ほどの敷地に建物と農園が整備さ
れていた。利用者は都市部の高齢者がほとんどで、老後の生きがいや家庭菜園を楽しみとしている方
だけではなく、アルプス登山のベースキャンプとして利用するなど多様である。
　家庭菜園の農法は、有機農法と約束されている。

２.新潟県糸魚川市　子ども一貫教育
　糸魚川市は、平成21年度より０歳～18歳までの子どもに対して幼保・小・中・高の垣根を肥えた一
貫教育という概念で子どもたちを育てている。妊娠届提出時からその子が高校を卒業するまで目にか
ける取り組みで、特に家庭環境に恵まれない子どもにとっては、なくてはならない視点だと思える。
よく唱えられる職員も、「早寝早起きおいしい朝ごはん」とキャッチフレーズを起こし、食べればい
い朝ごはんではなく、手のかかったご飯づくりで栄養面に留意しているところが進んでいる。また、
幼少期からアタッチメント理論に基づき、愛着障害を防ぐ取り組みが行われている。

３.石川県野々市市　「住みよさランキング上位の要因」
　人口約５５，０００人
　面積13・56㎞
　金沢市から７キロと近く、金沢工業大学・石川県立大学が立地
する。住民の平均年齢40歳と若者が多く、アパートなど賃貸住宅
が建ち並ぶ端正な街並みである。
　人口密度が非常に高く、区画整理が整ったベッドタウンの印象
が強い。地権者の財産活用のため、アパート経営が多い。一般会
計における民生費の割合が高く、全体の４割を占める。扶助費も年々伸びている。安心度・利便性・
快適度など全ての項目で上位に位置し、魅力度が高い。

４.石川県白山市
　タウン型・大学連携型ＣＣＲＣ（Continuing Care Retirement Community）
　多世代参加による生涯健康・活躍を目指す「ごっちゃ」プロジェクト
　複雑なプログラム名であるが、簡単に言うと、もとからある宗教法人「佛子園」を中核として白山
市、金城大学との連携によって高齢者・子ども・障がい者・学生などが「ごちゃまぜ」で暮らせる取
り組みである。
　見学した佛子園では、様々なタイプの障がい者が健常者とともに障害の程度に応じて自由に過ごさ
れていたのがとても印象的であった。
　また、学校帰りの放課後クラブ的に子どもたちが過ごせる施
設、高齢者の体つくりをする施設、障がい者の宿泊所なども敷地
内に整備され、ごちゃまぜであることによって、まさに一つのタ
ウンを形成している。

委 員 長

副委員長

委　　員

光武　学

中村　和典

杉原　元博　　松田　義太　　徳村　博紀　　福井　正　　松尾　勝利

総務建設環境常任委員会行政視察報告
日　程　平成29年10月11日（水）～10月13日（金）

11日　山形県山形市（まちなか再生）人口252,453人
　本事業は、地元関係者や学生、空き家物件のオーナー等が
集まり、まちなか再生という趣旨で空き物件の位置付けや利
活用方法をワークショップにより検討し、それを踏まえたリ
ノベーション方法を提案、資金調達方法を含む実践する仕組
みを作るもの。こうした活動を通じてまちなか再生人材の育
成を図るとともに、まちなかに住み・働きたい若者を呼び込
み、継続的なまちの活性化を目指している。

12日　山形県長井市（レインボープラン）人口27,716人
　レインボープランは、市民と農家と行政がすべて関わりあ
う仕組みとして発展してきている。市民は家庭の生ごみを分
別し、行政は回収とコンポスト化を、農家は有機堆肥を使っ
て農業生産を、という街の中で有機物の循環を実現してい
る。レインボープランの地域循環プログラムは、生ごみを分
別収集して堆肥化し、この堆肥を使い農薬、化学肥料を制限
して作られた農産物を地域内で販売するというものです。

12日　山形県南陽市（南陽市文化会館）人口32,284人
　全国初の大型木造耐火の文化ホールであり、メインホール
は「最大の木造コンサートホール」としてギネス世界記録に
認定されている。総事業費は66億8千万円であり、地元産材
の使用割合は建物全体の46％を占めている。大ホールは1,403
人収容で興業ができる客席を確保してある。小ホールは500
人収容であり他に交流ラウンジ等13の施設が整備されてい
る。

13日　東京都国立市（避難所運営マニュアル）
　　　 人口73,274人
　国立市は、避難所として市立小中学校11校、広域避難場所
として6か所、一時集合場所として36施設を指定している。
学校と地域が一体となった避難所の運営体制を構築し、平素
よりマニュアルに沿った訓練を実施することで、実災害に対
して備えている。
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  １日 太良町・白石町議会との交流会
  ２日 道路期成会３団体の要望活動（九州地方整備局）
  ６日 議会だより編集委員会
  ８日～10日
 議会運営委員会行政視察　
10日 佐賀県後期高齢者医療広域連合議会勉強会
13日 議会運営委員会
 杵藤地区広域市町村圏組合議会臨時会
15日 道路期成会３団体の要望活動（国交省ほか）
17日 佐賀県後期高齢者医療広域連合議会定例会
20日 議場開放・ＩＣＴプロジェクト
21日 総務建設環境委員協議会
 文教厚生産業委員協議会
 全員協議会
29日 議会運営委員会

議長交際費を公表します。

１０月１２日　　　愛知県東海市議会　　５名

１０月１８日　　　滋賀県彦根市議会　　１０名

１０月１９日　　　香川県坂出市議会　　９名

１０月２５・２６日　福島県二本松市議会　７名

１０月２６日　　　千葉県茂原市議会　　９名

１１月　７日　　　千葉県八街市議会　　４名

１１月２７日　　　島根県美郷町議会　１７名

金額単位：円
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10日 議会だより編集委員会
11日～13日
 総務建設環境委員会行政視察　
16日 議会だより編集委員会
 道路期成会３団体の要望活動（長崎県）
17日～19日 
 文教厚生産業委員会行政視察
25日 道路期成会３団体の要望活動（佐賀県）
 議会だより編集委員会
31日 佐賀県西部広域環境組合議会定例会
31日～11月２日
　 韓国高興郡、釜山外国語大学校を訪問　

11日 総務建設環境委員会
13日～15日
 12月定例会　一般質問
15日 地方創生対策特別委員協議会
17日 文教厚生産業委員協議会
19日 議場開放・ＩＣＴプロジェクト
20日 12月定例会
 議案審議、質疑、討論、採決、閉会
 全員協議会
21日 有明海沿岸道路・佐賀県南西自動車道建設
 促進期成会総会
26日 議会だより編集委員会
 まちづくり推進構想対策特別委員協議会

  1日 12月定例会　開会
 全員協議会
  6日～7日
 12月定例会　議案審議　
  7日 まちづくり推進構想対策特別委員協議会
  8日 釜山外国語大学校との交流会

議会あれこれ
（平成29年10月～12月）

行政視察受入状況
　　　　　　(平成29年10月～12月)

10月

12月

11月

12月

落合総合センター

まちづくり推進構想対策特別委員会行政視察報告
日　程　平成29年７月10日（月）～12日（水）

●岡山県真庭市（真庭市落合総合センター）　　真庭市議会事務局対応
　この建物の建築概要は、延べ床面積が2,685㎡２階建て。木材
利用は740㎡で、県産杉・ヒノキ。総工費は22億5,291万2,400円
で建築。機械設備16億6,320万円、電気設備３億510万円、バイ
オマスボイラ設備１億3,770万円、太陽光・蓄電池設備3,886万４
千円、弱電設備3,99万２千円、施工監理2,235万６千円で、プロ
ポーザル方式で業者を選定。できるだけ市内の業者にお願いし
たいとの思いだったが、施工監理は県内にできる業者がなく、
県外の大阪の業者に依頼。
　建築コストは通常コストで言えばＲＣで坪120万円、木造で150万円ぐらいとの説明があり、木
造建築はＲＣよりも高くつくことがわかった。理由は木材を加工できる業者が少ないことが挙げ
られる。ただ、メンテナンスにもよるが、ＲＣの耐久年数が70年に対して木造建築は100年もつと
説明があった。トータル的に補助金、木材の加工・メンテナンス等を考えた場合、木造建築は本
市においてはコストがかかり過ぎるのではないかと判断できる。
　しかし、建物の中に入ったときの感覚はＲＣでは感じることのできない木の香り、緩やかな空
気感があり、木造が人を落ち着かせる気を持っているように感じた。本年は農林水産大臣賞を受
賞されていた。

●島根県安来市（安来節演芸館）　　安来市商工観光課対応
　施設概要は総事業費約９億7,500万円、敷地面積5,645.57㎡、
木造・一部ＲＣ造２階建で、延べ2,171.421㎡。平成17年オープ
ン。平成18年に有料木造施設農林水産大臣賞受賞。
　この建物は安来市内に木材を加工できる業者がいなかった
ので、県外で加工して持ち込んだ。コスト面からは割高。隣
接するレストランも木造建築で、観光地の食事場所としては
繁盛していた。

●島根県境港市（水木しげるロード）　境港市観光協会対応
　１９９２年、商店街活性化のため、水木しげるロード整備事業開始。平成22年にはＮＨＫ「ゲ
ゲゲの女房」効果で客数372万人に。現在は商店街の車道を一方通行にして歩道の拡幅工事が行わ
れている。
　街並みは「ゲゲゲの鬼太郎」に関連する看板や電話ボックス、写真機、ＡＴＭ等いろんなもの
が統一されていた。お土産品も、ほとんどが水木プロとの契約となっていた。

　全国どこをさがしても、
この街づくりはここにしか
ないので、街づくりにはや
はりオンリーワンを作り出
さなければならないのでは
ないかと感じた。
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徳村　博紀

勝屋　弘貞

片渕清次郎

中村　和典

松田　義太

伊東　茂

松尾　征子


	_01
	_0203
	_0405
	_0607
	_0809
	_1011
	_1213
	_1415
	_1617

